
安
倍
政
権
は
衆
議
院
で
「
戦
争
法
案
」
を
強
行
採
決
し
ま
し
た
。
憲
法
９
条
を
蹂
躙
し
、
憲
法

が
政
治
権
力
を
縛
る
と
い
う
立
憲
主
義
を
否
定
、
国
民
の
圧
倒
的
多
数
が
反
対
す
る
法
案
の
強
行

は
、
国
民
主
権
の
大
原
則
に
反
す
る
も
の
で
す
。
満
身
の
怒
り
を
込
め
て
抗
議
し
ま
す
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
・
京
浜
地
区
の
門
前
で
の
シ
ー
ル
投
票
で

は
、
１
０
８
人
の
方
が
投
票
し
、
反
対
67
、
賛
成
23

と
、
反
対
の
声
が
圧
倒
的
で
す
。
「
戦
争
法
案
反
対
」

署
名
も
、
続
々
と
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

職
場
で
は
、

「
戦
争
法
案
が
通
っ
て
も
、
戦
争
す
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
は
?
」
の
声
が
あ
り
ま
す
が
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
や
イ
ラ
ク
戦
争
の
自
衛
隊
派
兵
で
は
、
「
戦
闘

地
域
に
は
行
か
な
い
」
と
い
う
縛
り
が
あ
り
ま
し
た
。

も
し
「
戦
争
法
案
」
が
通
れ
ば
、
今
後
は
、
「
殺
し

殺
さ
れ
る
」
戦
闘
地
域
に
日
本
の
若
者
が
行
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

「
北
朝
鮮
や
中
国
な
ど
か
ら
日
本
を
守
る
た
め
の
抑

止
力
が
必
要
」
の
声
も
あ
り
ま
す
が
、
自
民
党
の
高

村
副
総
裁
は
「
北
朝
鮮
は
は
っ
き
り
し
た
脅
威
で
す
。

そ
れ
を
止
め
る
の
は
、
抑
止
力
以
外
に
な
い
。
話
せ

ば
わ
か
る
国
じ
ゃ
な
い
。
あ
の
国
は
」
と
言
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
戦
争
を
す
る
と
い
う
の
で
し
ょ

う
か
。
そ
ん
な
こ
と
は
で

き
な
い
し
、
決
し
て
や
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。

ど
ん
な
問
題
も
「
武
力

対
武
力
」
で
な
く
、
外
交

的
解
決
に
徹
す
る
、
そ
の

た
め
に
憲
法
９
条
の
精
神

に
立
っ
た
平
和
の
外
交
戦

略
を
確
立
す
る
こ
と
こ
そ
、

い
ま
日
本
に
求
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

一
部
メ
デ
ィ
ア
は
、
「
安
保
法
案
は
今
国
会
で
成

立
へ
」
な
ど
と
報
じ
て
い
ま
す
。
と
ん
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
政
府
・
与
党
に
よ
る
強
行
採
決
は
、
空
前
の

規
模
で
発
展
し
つ
つ
あ
る
国
民
の
世
論
と
運
動
に
追

い
詰
め
ら
れ
た
結
果
で
す
。

こ
の
法
案
は
予
算
案
や
条
約
と
違
っ
て
、
「
自
然

成
立
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。
政
府
・
与
党
が
戦
争
法
案

を
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
れ
ば
、
参
議
院
で
再
び
強
行

採
決
す
る
か
、
衆
議
院
で
の
「
３
分
の
２
」
以
上
で

の
強
行
再
議
決
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

国
民
的
運
動
を
広
げ
に
広
げ
、
圧
倒
的
世
論
で
安

倍
政
権
を
さ
ら
に
追
い
詰
め
る
な
ら
ば
、
廃
案
に
追

い
込
む
こ
と
は
十
分
に
可
能
で
す
。

職
場
か
ら
「
戦
争
法
案
」
許
さ
ず
の
怒
り
の
声
を

さ
ら
に
広
げ
、
必
ず
廃
案
に
追
い
込
み
ま
し
ょ
う
。

Ｊ
Ｆ
Ｅ
京
浜
地
区
の
職
場
で
も
、
圧
倒
的
多
数
が
反
対

「京浜の高炉」
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日
本
共
産
党
、
民
主
党
な
ど
野
党
の
追
及
に
加
え
、

圧
倒
的
多
数
の
憲
法
学
者
、
歴
代
の
元
内
閣
法
制
局

長
官
、
元
最
高
裁
判
事
か
ら
「
戦
争
法
案
は
違
憲
」

と
断
じ
ら
れ
、
法
案
の
正
当
性
は
完
全
に
崩
壊
し
て

い
ま
す
。

政
府
は
、
憲
法
解
釈
を
変
更
し
、
「
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」
し
た
の
は
、｢

安
全
保
障
環
境｣

が
変

わ
っ
た
か
ら
だ
と
言
い
張
り
ま
し
た
が
、｢

ど
う
変

わ
っ
た
の
か｣

と
い
う
追
及
に
、
外
務
省
あ
げ
て
１

週
間
も
調
べ
ま
し
た
が
、
答
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

安
倍
政
権
の
主
張
は
完
全
に
破
綻
し
て
い
ま
す
。

ど
の
世
論
調
査
で
も
５
～
６
割
が
「
憲
法
違

反
」
だ
と
答
え
、
８
割
を
超
え
る
国
民
が
政
府

の
説
明
は
不
十
分
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
者
、
弁
護
士
、
医
師
、
労
働
者
、
青
年
・

学
生
、
女
性
団
体
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
か
ら
、

「
戦
争
法
案
」
反
対
の
声
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

「
戦
争
法
案
」
に
「
反
対
」
を
表
明
し
た
り
、

「
廃
案
」
「
慎
重
審
議
」
な
ど
を
求
め
る
意
見

書
を
可
決
し
た
地
方
議
会
は
、
２
６
５
議
会
に

達
し
、
ま
す
ま
す
広
が
る
勢
い
で
す
。

安
倍
政
権
の
主
張
す
る
「
戦
争
法
案
」
の
論
拠
は
完
全
に
破
綻

「戦争法案」は廃案に！

声
を
上
げ
、
行
動
し
、
共
同
を
ひ
ろ
げ
て
廃
案
に

読売新聞
（７月３～５日）

朝日新聞
（７月１１～１２日）

賛成 賛成
反対 反対
50% 56%

36% 26%

反対 62 % 賛成

21.3 %

分から
ない

15.7 %
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「戦争法案」に対するシール投票結果
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